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当科における小児 GERD
症例の診断と治療

越谷病院 小児外科
藤野順子，石丸由紀，池田　均
【目的】過去 3年間に当科に GER疑いで紹介
された症例の診断，治療について検討した．
【対象】2007年 10月から 2010年 9月までの
過去 3年間に当科に GER精査目的で紹介とな
った 42例．
【方法】24時間 pHモニタリングにおける re-

flux index（RI）， ならびに上部消化管内視鏡検査
における逆流性食道炎の所見はロサンゼルス
分類で評価し，その結果と治療に関して後方視
的に検討した．
【結果】症例の男女比は 32：10，年齢 1ヶ月
～42歳（中央値 10歳）であった．主症状は呼
吸器症状が 29例 （69％）（うち肺炎 6例，喘息
3例），および嘔吐が 13例 （31％）（うち血性嘔
吐 2例）であった．42例中 33例に内視鏡検査
が施行され，ロサンゼルス分類で評価すると
Grade N 4例，Grade M 11例，Grade A 9例，Grade 
B 4例， Grade C 2例，Grade D 3例であった．そ
れぞれの RIの平均値は 3.2％，9.1％，20.7％，
34.5％，17.0％，32.1％で，内視鏡所見で粘膜障
害が高度であるほど RI値が高くなる傾向があ
った．治療に関しては噴門形成術 20例，胃瘻造
設術 3例，制酸剤投与 8例，経過観察 2例の 4
群に分けられ，各群の RIの平均値は 22.2％，1.0
％，12.2％，2.9％であり，逆流防止術を要した
群で最も高値であった．治療とロサンゼルス分
類の各群との検討では，噴門形成術を施行した
群では M4例，A8例，B3例，C2例，D3例で
あり粘膜障害の程度は多彩であり，粘膜障害が
軽度でも手術が必要となることがあった．制酸
剤投与群では N1例，M5例，A1例，B1例で，
胃瘻造設術と経過観察の群では N，Mのみであ
った．
【結論】小児 GER症例は呼吸器症状や嘔吐の
症状で紹介されることが多い．ロサンゼルス分
類で粘膜障害が軽度であっても外科的治療が
必要となることがあり，診断は pHモニタリン
グ，内視鏡検査など多岐にわたる結果を総合的
に判断してより適切な治療法を選択する必要
があると考えられた．
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【目的】当科で行っている口唇口蓋裂を中心と
した先天異常に対する海外医療援助活動につ
いて総括し，活動の向上を図ることを目的とす
る．
【方法】2005年から 2010年までの 6年間に行
ってきた活動において，①海外医療援助に至っ
た経緯，②実施した国ならびに地方，③診療メ
ンバー，④活動資金，⑤活動状況の実際，⑥症
例，などについて取りまとめ，活動全体に対す
る問題点について検討した．
【結果】①経緯：日本口蓋裂学会での活動が評
価され，（NPO） 日本口唇口蓋裂協会より協力を
依頼された．
②実地した国ならびに地方：2005，2006年は
ベトナム社会主義共和国・ベンチェ省にて，
2007年からはモンゴル国・ドルノゴビ県，ホブ
ト県，ヘンティ県と首都ウランバートルで実施
した．
③診療メンバー：2005年のベトナムでは他大
学との合同で，獨協医大からは口腔外科医の
み，2006年以後は口腔外科医，麻酔科医，看護
師によるチームで診療活動を行った．
④活動資金：公的資金の獲得と大学や他の機
関からの援助による（総額約 350万円）
⑤活動状況の実際：日本では活動地域と日程
の決定，現地情報収集，医療器材・薬剤の購入
等を，現地では術前診察と手術室設営，手術実
施（技術移転を含む），現地医師とのミーティン
グ等を行った．
⑥症例：ベトナムでの手術症例は 12例，モン
ゴルの手術症例総数は 33例，診察症例総数は
78例であった．
⑦問題点：1）事前情報が実態と異なる点が多
い，2）医療機器ならびに薬剤などが不十分，3）
術後の観察が充分に出来ない，4）患者ならびに
現地医師との交流は通訳を介するため確実性
に欠ける，5）国内移動に時間を有することが多
い，などが考えられた．これらのうち 1），2），
5）については文化や国勢の相違により直ぐの
解決は困難であるが，3）では帰国後にインター
ネットを利用し，患者情報を得る努力をするこ
と，また 4）は語学力の向上に努めるなどして
改善を図る必要があると考えている．
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